
附属明細書
１．固定資産の取得及び処分並びに減価償却費の明細
法人単位（第一号勘定） （単位：円）

資 産 の 種 類 期 首 残 高 当期増加額 当期減少額 期 末 残 高
減 価 償 却 累 計 額

差引当期末残高 摘 要
当期償却額

建 物 4¶672¶849¶855 141¶895¶995 44¶536¶667 4¶770¶209¶183 1¶763¶690¶911 220¶458¶336 3¶006¶518¶272

構 築 物 7¶491¶238¶297 270¶216¶425 2¶369¶000 7¶759¶085¶722 2¶893¶636¶130 335¶601¶364 4¶865¶449¶592

有 形 固 定 資 産
(償 却 費 損 益 内)

機 械 装 置 2¶119¶859¶912 134¶958¶605 ` 2¶254¶818¶517 856¶406¶497 123¶520¶824 1¶398¶412¶020

車 両 運 搬 具 21¶712¶542 4¶100¶000 ` 25¶812¶542 19¶342¶584 2¶088¶753 6¶469¶958

工 具 器 具 備 品 103¶095¶826 ` ` 103¶095¶826 82¶172¶897 6¶220¶282 20¶922¶929

計 14¶408¶756¶432 551¶171¶025 46¶905¶667 14¶913¶021¶790 5¶615¶249¶019 687¶889¶559 9¶297¶772¶771

土 地 97¶687¶426¶518 ` ` 97¶687¶426¶518 ` ` 97¶687¶426¶518

非 償 却 資 産 建 設 仮 勘 定 21¶726¶707 24¶159¶000 1¶710¶000 44¶175¶707 ` ` 44¶175¶707

計 97¶709¶153¶225 24¶159¶000 1¶710¶000 97¶731¶602¶225 ` ` 97¶731¶602¶225

有 形 固 定 資 産 合 計 112¶117¶909¶657 575¶330¶025 48¶615¶667 112¶644¶624¶015 5¶615¶249¶019 687¶889¶559 107¶029¶374¶996

施 設 利 用 権 39¶695¶583 ` ` 39¶695¶583 20¶864¶131 2¶829¶297 18¶831¶452

無 形 固 定 資 産 そ の 他 540¶000 ` ` 540¶000 ` ` 540¶000

計 40¶235¶583 ` ` 40¶235¶583 20¶864¶131 2¶829¶297 19¶371¶452

第二号勘定
該当なし

(注１) 貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した額であります。
(注２) 当期減少の要因は貸付地の減少4¶644¶689円によるものであります。
(注３) 当期末の時価は、当該土地にかかる吹田市及び茨木市の固定資産税額算定に伴う土地価

格（平成24年１月１日現在）に基づいて当機構で算定した額であります。

また、賃貸等不動産に関する平成24年３月期における収益及び費用等の状況は次のとおりであり

ます。

（単位：円）

賃 貸 収 益 賃 貸 費 用 そ の 他

792¶817¶395 126¶804¶314 `

~ 賃貸事務直接担当者以外の人件費の負担額、賃貸事務にかかる消耗品費等については、金額

が僅少で、事実上把握困難なため賃貸費用に計上しておりません。
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［資産除去債務関係］
当機構は、保有する６件の施設について、石綿障害予防規則に基づき、撤去時におけるアスベス
トの除去に関して債務を有しております。このうち、１件の施設について資産除去債務を計上して
おります。その他の施設については、歴史的価値ある施設として恒久的に残していく方針であるた
め資産除去債務を合理的に見積もることができないなどの理由により、当該債務に見合う資産除去
債務は計上しておりません。
［重要な債務負担行為］
該当なし

［重要な後発事象］
該当なし

［区分経理］
独立行政法人日本万国博覧会記念機構法に基づき、公園事業にかかる経理（第一号勘定）と基金
事業にかかる経理（第二号勘定）に区分しております。
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